
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ 県立八潮南高等学校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 

人間力・学力・社会人基礎力を身に付け、専門的な学びなどを活かして仲間や地域と協働 

しながら地域社会に貢献できる人材を育成する学校 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 生徒の防災・交通安全意識を高めるとともに、主体的行動力を育て、安全で快適な学校を目指す。 

２ 資格取得や主体的・対話的で深い学びを通じて、生徒の学びに向かう力を育てるとともに、プレゼンテー

ション能力の向上を目指す。 

３ 生徒の様々な活動を通じて本校の魅力を積極的に発信し、地域に愛される集団を目指す。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    ４名 

     生徒       ３名 

     事務局(教職員)  ８名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ １ 月 ２ ０ 日 現 在 ）  実施日 令和８年１月３０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

本校では、生徒の意見に耳を傾けながら、 

将来を見据えた進路指導にもつながる丁寧な 

生徒指導を実践しており、慎み深く誠実な行 

動をする生徒たちが、相互に安心・安全を感 

じながら、学校生活を送る点に強みがある。 

地域連携、資格取得や部活動等を主体的か 

つ意欲的に行う生徒たちであるが、ボランテ 

ィア活動、学習への取組や基本的な生活習慣 

の確立など、社会での活躍を目指し、さらな 

る主体性の伸長・行動力の向上を目指した 

い。 

また、自転車通学者が全体の９５％おり、 

交通事故や交通ルール等について苦情等が一 

定数ある状況については改善する必要があ 

る。 

①課外活動も含め 

たあらゆる教育活 

動を通じて、生徒 

の主体性の伸長・ 

自主的行動力を高 

める。 

・課外活動の充実、主に部活動等 

の活性化 ・制限緩和による学

校行事等の充 実 ・有志団体

「ポジティ部」活性化 

○部活動定着率９０％以上 

○生徒アンケートで「充実 

している」と答えた生徒の 

割合８０％以上 

○「ポジティ部」の活動を 

コロナ禍以前に回復する 

〇部活動の定着率は８２％（昨年９

４％）であった。（全校加入率） 

〇生徒アンケート「学校生活が楽しく充

実している」８５％（昨年度８８％）、

「積極的に参加」〈行事〉７０％（昨年

度６８％）〈部活〉６６％（昨年度６

８％） 

〇「ポジティ部」の活動として、入学式

後の校歌紹介、各行事の補助、清掃活動

等の部活動有志の活動を継続して行っ

た。 

〇毎月の交通安全一斉指導と防災・交通

安全に係る講習会等は適切に実施でき

た。 

〇交通事故、苦情とも複数件あった。 

〇保護者アンケート「本校に入学してよ

かった」回答９０％（昨年度９６％）な

ど、校内の安心・安全が実感されてい

る。 

Ｂ 

 

 

 

Ａ 

部活動の加入率は昨年度より

下がったものの、高い割合で加

入が続いている。部活動の活動

方針を遵守した活動を実施しな

がら、県大会出場等の個々の目

標を達成した例が多く、充実し

た学校生活に繋がっている。学

校行事には生徒が積極的に参加

できている。部活動生徒を中心

に校内外に活気をもたらしてく

れる本校独自の「ポジティ部」

活動は、新校でも継続し、さら

に発展させたい。 

交通安全の事故・苦情ゼロは

達成できなかったが、一斉指導

や講習・講話等により、生徒の

交通安全意識が高まり、大きな

事故はほとんどない。 

 

挨拶がしっかりできる元気のある学校だと感

じている。このような良いところをしっかりと

八潮フロンティア高校に引き継いでもらいた

い。 

中学校の部活動の在り方が変わってきている

ところであるが、部活動の加入率低下が気にな

るところである。 

ボランティア活動など八潮市との連携につい

ても期待している。 

交通安全指導について、大きな事故はほとん

どなかったとのことであるが、事故ゼロを目指

し、引き続き実施してもらいたい。新校をきっ

かけに教員からの指導だけでなく、生徒自身で

啓発を行ってみてはどうか。 

②生徒の防災・安 

全に対する意識を 

高め、事故ゼロを 

目指す。 

・交通安全講習会、講演会・一斉 

指導等の実施による交通事故ゼ 

ロやマナーの遵守等への意識向 

上  

 

・引き続き防災訓練・感染症への 

予防対策を行うことによる学校 

の安全性の向上 

○クラス、学年、全校での 

講習会等の実施年１０回以 

上 

○交通事故０件苦情０件を 

目指す  

○安全点検、防災訓練、コ 

ロナ対策等から生徒・保護 

者の学校への安心感８０％ 

以上 

２ 

創立４２年を迎える専門学科のある高校と 

しての特徴を生かし、資格取得、プレゼンテ 

ーション能力の向上などから、地域に貢献で 

きる人材の育成を目指し、社会に出たときに 

即戦力となる人材を多く輩出してきた。 

本校の指導の柱である令和元年来の「ＹＭ 

Ｐプロジェクト」＊に沿って、生徒のさらな 

る資質・能力の向上を目指す。 

＊ＹＭＰとは「Yashio-Minami Pride」の略 

明日の社会の即戦 

力を目指す「ＹＭ 

Ｐプロジェクト」 

を推進する。 

・「ＹＭＰプロジェクト」に基づ 

く、人間力、学力、社会人基礎 

力育成 

・授業等における生徒の主体性や 

課題意識の喚起、学習した成果 

をまとめ発表の機会創出 

・社会で即戦力として活躍できる 

資質・能力の育成を目指す（進 

路指導） 

○「ＹＭＰプロジェクト」 

達成状況アンケートの平均 

値を４.１以上。(５点満点) 

○プレゼンテーション能力 

を発揮するための全体で発 

表する場面を各学期３回以 

上実施 

○現役での進路決定率９ 

８％を目指す 

〇「ＹＭＰプロジェクト」生徒の達成状

況アンケート平均値は、４．１（昨年度

４.０）〈５点満点〉 

〇「課題研究」「国語表現」他プレゼン

テーションの機会を多く展開した。ま

た、学校説明会や交通安全講習等では、

生徒が進行を実施、生徒が活躍する場面

が多く見られた。 

〇現役での進路決定率は９５．１％（昨

年度９３．５％）（1/20 現在） 

A 

生徒・教職員相互にＹＭＰプ

ロジェクトについては定着して

いる。よい取り組みとして、時

代の変化に対応しながら、新校

につなげていく。 

生徒の主体性を引き出すため

取り組みを新校では発展させた

い。学校内で閉じていない発表

の機会や、高校生株式会社によ

る地域との連携などに挑戦し、

社会で即戦力として活躍できる

生徒を、育成したい。 

 

会社に入社してから短期間での退職が多いこ

とが、企業関係者の話題・課題となっている。

部活動等での先輩後輩の人間関係等が大切と感

じているので、引き続き人間関係を大切にして

もらいたい。 

人前で発表する練習、発表する機会を増やし

てほしい。就職してから上司とのコミュニケー

ションなどにつながる力ではないか。 

高校生は夢や希望を持っていると思うが、自

分をもっとアピールできる人になってほしい。 

ＹＭＰはよい取り組みであるので、ぜひ八潮

フロンティア高校に引き継いでもらいたい。 

３ 

本校は、商業系の専門学科と普通科を併置 

している学校として、中学生とその保護者 

に、本校の理解を深めてもらうことで「通わ 

せてよかった学校」として、本校の教育内容 

について、前向きかつ積極的に発信していく 

必要がある。 

学校ＨＰの更新や報道機関への情報提供等 

を積極的に行い、外部への認知度をより高め 

る。また、部活動・学校説明会や学校行事の 

実施を工夫し、生徒の活動の姿を適宜公開し 

ながら、地元中学校等との連携を深め、地域 

に愛される学校を目指す。 

 

①多様なニーズに 

応え、本校に対す 

る保護者と生徒の 

満足度を高める。 

・通級指導を充実し、多様な生徒 

や保護者のニーズに応える取組  

・専門教科の学習の成果として、 

検定や資格の取得の促進 

○通級指導を受けた生徒と 

保護者の満足度９０％以上 

○指導者が全教職員と連携 

協力し、効果的な指導がで 

きたか（組織体制の構築） 

○検定、資格の取得者数と 

難度の高い検定の合格者数 

〇通級指導対象の生徒の保護者との面談

等を通じて概ね満足という評価が、継続

して得られている。 

〇校内の特別支援コーディネーターを複

数配置し、丁寧な指導が行われている。 

〇検定合格者については、全商１級３種

目合格者２名（昨年度３名）であった。 

（1/20 現在） 

〇学校ＨＰの更新回数３６１回（昨年度

３２１回）新校関係の更新により、更新

回数が増加。本年度インスタグラムの運

用を開始した。（1/22 現在） 

〇八潮市役所・八潮市青年会議所等と連

携、市内小学校や福祉関連の施設との連

携、大学との連携（東萌短大等）によ

り、例年通り、のべ６００名以上が外部

との連携を体験した。 

Ａ 

教員間の情報交換を密に行

い、通級指導対象の生徒だけで

なく、その他多様な生徒に対応

している。 

 外部との連携や検定取得等は

昨年同様、生徒がよく取り組ん

でいた。 

 インスタグラムを開設するな

ど、新校開校に向け積極的に発

信を行った。新校では教育内容

等への理解を推し進める必要が

ある。 

 外部講師の招聘や、各種講座

等の推進、総合的な探究の時間

の実施、部活動等で地域との交

流が定着している。新校では、

株式会社の運営等により、地域

との連携をさらに推進したい。 

 

様々な生徒に対応できていることは、とても

良い。 

就職するときに、志望動機についてはＡＩで

準備できてしまう。所有資格は噓が付けないの

で、取得できる資格はたくさん取ってほしい。 

 子供たちが楽しく学校生活を送れるように、

ＰＴＡとしてできることを考えていきたい。 

 ＳＮＳを積極的に活用し、学校の魅力をたく

さん発信してもらいたい。 

八潮フロンティア高校では、中小企業とタイ

アップして何か取り組みをしてみてはどうか。

商業の学科を生かし、例えば地域の人向けにパ

ソコン教室、スマホの使い方教室など開放して

みてはどうか。八潮市役所とも連携し、地域の

学校として発展してほしい。 

②地元に根差し

た、地域に愛され 

る学校を目指す。 

・部活動等による学校ＨＰ等の情 

報発信  

・コロナで停止していた行事の再 

開、地元やＰＴＡとの連携の充 

実 

○学校ＨＰの更新回数３５ 

０回以上  

○地域の住民や機関と交流 

する場面を確保できたか 

（回数・参加人数） 

 


